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私
達
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
極

め
て
不
安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
大
き
な
災
害
、
戦
争
や

紛
争
の
危
機
、
原
発
問
題
、
少
子

高
齢
化
、
格
差
問
題
、
国
の
債
務

問
題
な
ど
多
様
で
す
。

し
か
も
こ
れ
ら
は
、
国
に
任
せ

れ
ば
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
私
達

の
生
活
に
直
結
し
て
い
ま
す
の
で
、

具
体
的
な
取
組
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
限
り
あ
る
税
金
は

無
駄
な
く
、
有
効
に
遣
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

は
こ
れ
ま
で
、
官
官
接
待
の

追
及
、
税
金
の
無
駄
遣
い
防

止
、
職
員
給
与
の
是
正
、
入

札
改
革
、
新
庁
舎
建
設
の
凍

結
、
環
境
問
題
、
原
発
問
題
、

官
民
格
差
是
正
、
職
員
採
用

試
験
の
問
題
点
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
問
題
が

有
れ
ば
裁
判
に
も
取
組
み
、

責
任
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
姿

勢
を
取
っ
て
い
ま
す
。

発
行
し
た
「
佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
情
報
」
は
67
号

に
な
り
ま
し
た
（
写
真
参
照
）
。

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

１
．
情
報
公
開
の
推
進

①
情
報
公
開
を
進
め
、
市
民

に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
市

政
を
推
進
し
ま
す
。

②
議
会
の
情
報
公
開
も
進
め
、

議
会
に
常
設
の
第
三
者
調
査

委
員
会
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

２
．
税
金
の
無
駄
遣
い
を
無

く
し
ま
す

①
税
金
は
市
民
の
生
活
向
上

の
た
め
に
使
い
無
駄
遣
い
を

無
く
し
ま
す
。

②
補
助
金
、
職
員
給
与
の
適

正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
福
祉
の
充
実

①
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
佐
倉
市
を
目
指
し
ま
す
。

②
自
由
、
平
等
、
平
和
を
目

指
し
、
市
民
の
幸
福
、
安
心
を
優

先
し
ま
す
。

４
．
格
差
是
正

①
官
民
格
差
、
経
済
的
格
差
、
男

女
格
差
等
を
無
く
し
て
ゆ
き
ま
す
。

②
格
差
是
正
の
た
め
に
、
教
育
の

機
会
を
十
分
確
保
し
ま
す
。

５
．
エ
ネ
ル
ギ
ー

持
続
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、

脱
原
子
力
発
電
を
目
指
し
ま
す
。

６
．
地
方
自
治

①
市
民
が
主
体
と
な
る
地
方
自
治

を
目
指
し
ま
す
。

②
地
方
議
員
の
姿
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
化
等
）
に
関
し
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

私
達
「
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

は
こ
れ
ま
で
18
年
間
、
情
報
公
開
を
進

め
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を
防
ぎ
、
税
金

の
有
効
活
用
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

19
年
目
以
降
も
、
各
種
相
談
へ
の
対

応
、
人
権
の
保
護
、
格
差
是
正
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
市
民
参
加

の
政
治
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

講
演
会
の
報
告

「
～
手
足
の
し
び
れ

か
ら
腰
痛
ま
で
～
」

と
題
し
て
、
12
月
21

日
に
市
立
美
術
館
ホ
ー

ル
に
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま

で
、
大
勢
の
方
に
お
出

で
頂
き
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
講
師

は
金
先
生
（
日
本

医
科
大
・
脳
神
経

外
科
医
）
で
し
た
。

脳
神
経
外
科
の

先
生
で
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
手
術
の
話

か
と
思
っ
た
ら
、

意
外
と
「
手
術
が

全
て
で
は
な
い
」
と
い

う
姿
勢
で
、
保
存
療
法

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。腰

痛
は
、
そ
の
理
由

が
分
か
ら
な
い
も
の
が

85
％
も
あ
る
こ
と
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ス
ト

レ
ス
な
ど
が
原
因
で
、

痛
神
経
が
敏
感
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

何
か
嬉
し
い
こ
と
が
有

る
と
腰
痛
も
軽
く
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

国
民
病
と
言
わ
れ
る

腰
痛
で
す
が
、
な
ん
と

か
軽
く
す
ま
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
講
演
後
の

懇
親
会
で
も
具
体
的
に

相
談
に
乗
っ
て
頂
き

ま
し
た
。

腰
痛
問
題
に
何
故

取
組
む
の
か
と
思
う

方
も
い
る
で
し
ょ
う

が
、
「
困
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
何

で
も
解
決
・
改
善
し

た
い
」
と
考
え
て
行

動
し
て
い
ま
す
。

講
演
を
聞
い
た
の
ち

の
腰
痛
対
策
は
、
「
毎

日
、
清
々
し
い
気
持
ち

の
時
間
を
少
し
で
も
持

つ
こ
と
」
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政
の適正運用、人権保護のた

めに行動する人」です。
各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動でき
る方も募集しています。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

市
政
へ
の
取
組

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

こ
れ
ま
で
と
今
後
の
取
組

設
立
し
て
、
19
年
め
を
迎
え
た
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
情
報
公
開
を
進
め
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を
無
く
す
等
の
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
問
題
が
有
れ
ば
あ
い
ま
い
に
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
責
任

を
求
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

代表 藤崎 良次議員 上ノ山 博夫

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は

次
の
と
こ
ろ
に
事
務
所
を
開
い

て
い
ま
す
。

気
楽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
は
下
記
へ
ど
う
ぞ
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

事
務
所
の
ご
案
内

市
長
、
市
議
の
選
挙
は
、
4
月
26

日
が
投
票
日
で
す
。
い
よ
い
よ
選
挙

に
向
け
て
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
個
人
名
を
書
い
た
ノ

ボ
リ
旗
の
掲
示
は
「
公
職
選
挙
法
１

４
３
条
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
」

（
看
板
等
の
規
制
）
。
佐
倉
市
の
選

挙
管
理
委
員
会
も
無
論
、
氏
名
の
書

か
れ
た
ノ
ボ
リ
旗
は
違
反
で
あ
る
と

明
言
し
て
い
ま
す
。

違
反
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

そ
れ
は
公
選
法
違
反
で
は
な
い
で
す

か
？
と
知
ら
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
は
、

公
選
法
違
反
活
動
を
し
て
は
い
け
な

い
で
し
ょ
う
。
（
左
は
適
法
で
す
）

佐倉市民オンブズマンの取組

重
点
地
区
：
宮
前
３
、
山
崎

臼
井
北
地
区
、
志
津
ユ
ー
カ
リ
地
区

個
人
名
の
ノ
ボ
リ
旗
は

公
職
選
挙
法
違
反
で
す

すがすがしい気持ちを

重
点
地
区
：
佐
倉
地
区
、

臼
井
南
地
区

こ
れ
ま
で

18
年
間
の
取
組

今
後
の
取
組

佐倉市民オンブズマン情報各号

～手足のしびれから腰痛まで～



全
体

佐
倉
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

躍
進

民
主
党

市
民
ネ

ッ
ト

共
産
党

新
社
会
党

松
原

Ｈ２６年度一般会計補正予算 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

一般職職員の給与の条例等の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ×

佐倉市難病等見舞金支給条例 ○ × ○ ○
岩

井

○

村

田

×
○ × × × ○

消費税１０％への増税中止を求める請願 × ○ × × ○ × ○ ○ ○ ×

ソーラー発電の更なる推進を求める意見書 ○ ○ ○ ○
岩

井

○

村

田

×
○ ○ ○ ○ ×

議会　賛否一覧表
賛成○　賛成少数△　反対×　棄権－

主な議案

衆院選挙 回（年月）

解散時首相
（争点）

備考

政党 議席数
比例区得
票率（％）

議席数
比例区得
票率（％）

議席数
比例区得
票率（％）

議席数
比例区得票率
（％）

自民党 296 38.2 119 26.7 294 27.6 291 33.1
民主党 113 31 308 42.4 57 16 73 18.3

維新の会 54 20.4 41 15.7 維新の党
公明党 31 13.3 21 11.4 31 11.8 35 13.7
共産党 9 7.3 9 7 8 6.1 21 11.4
社民党 7 5.5 7 4.3 2 2.4 2 2.5

みんなの党 5 4.3 18 8.7 党を解散
未来の党 9 5.7 2 1.9 生活の党
その他 24 4.7 11 3.9 7 1.3 10 3.4
合計 480 100 480 100 480 100 475 100

合計票数
（千票）

67,811 70,370 60,180 53,334
左の投票
率52.7％

44 (2005.9) 45 (2009.8) 46 (2012.12) 47 (2014.12)

小泉（郵政民営
化）

麻生（政権交代、ｺ
ﾝｸﾘー ﾄから人）

野田（消費税増、
定数削減、原発）

安倍（消費増税延期、
原発、平和、ｱﾍﾞﾉﾐｸｽ）
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①
Ｈ
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
「
染
井
野
地
区
に
設
置
さ
れ

る
（
仮
称
）
千
代
田
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
」
は
開
発

業
者
の
所
有
建
物
を
購
入
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
機
能
を

持
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。
最
終

支
出
は
一
億
５
百
万
円
を
予
定
。

こ
の
件
に
は
「
住
民
不
在
で
進
め

れ
ら
れ
た
」
と
の
意
見
も
多
く
出

さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
今
後
十
分

に
住
民
意
見
を
取
り
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
民
生
費
で
は
「
障

が
い
者
介
護
給
付
事
業
等
」
で
今

後
、
扶
助
費
の
不
足
分
増
額

見

込
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

商
工
費
で
は
「
企
業
誘

致
事
業
」
と
し
て
４
億

５
千
万
円
を
予
定
。
こ
れ

は
ふ
る
さ
と
融
資
制
度
を
活

用

し
て
、
老
人
施
設
建
設
に
資
金
の

無
利
子
貸
付
を
行
う
も
の
。

②
議
案
10
号
「
一
般
職
職
員
の

給
与
等
の
条
例
改
正
」
は
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
拠
し
て
一
般
職

職
員
の
の
若
手
層
を
中
心
に
0.3
％

引
き
上
げ
る
も
の
。
そ
し
て
同
時

に
一
般
職
職
員
及
び
特
別
職
職
員

の
期
末
・
勤
勉
手
当
を
０
・
15
か

月
分
引
き
上
げ
る
内
容
。
し
か
し
、

議
員
を
含
め
た
特
別
職
に
こ
の
引

き
上
げ
を
適
用
す
る
経
済
状
況
で

は
な
い
と
考
え
、
そ
の
条
例
か
ら

特
別
職
を
削
除
す
る
修
正
案
を
提

案
し
た
（
市
民
ネ
ッ
ト
、
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
、
共
産
党
、
新
社
会
党
、

躍
進
、
松
原
）
。
し
か
し
、
さ
く

ら
会
、
公
明
党
、
民
主
党
の
反
対

に
よ
り
修
正
案
は
否
決
。
原
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

③
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
・
上

ノ
山
提
出
の
「
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の

更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

こ
れ
は
、
原
発
の
再
稼
働
を
止

め
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
さ
ら
な
る

活
用
を
進
め
る
た
め
に
、
電
力
会

社
だ
け
に
ま
か
せ
ず
国
に
お
い
て

も
送
配
電
網
の
整
備
や
揚
水
発
電

を
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

こ
れ
は
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電
は
燃
料
を
必
要

と
せ
ず
、
30
～
40
年
以
上
の
長
期

間
に
わ
た
っ
て
発
電
が
で
き
る
。

国
を
挙
げ
て
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

①
順
天
堂
大
学
誘
致
、
岩
名
運
動

公
園
改
修
は
提
案
さ
れ
て
い
な
い
。

②
職
員
給
与
は
人
事
院
勧
告
も
あ

り
、
給
料
は
2.2
％
減
、
地
域
手
当

は
7.5
％
（
0.5
％
増
）
が
提
案
さ
れ
、

Ｈ
30
年
度
に
は
９
％
と
な
る
見
込

み
。
新
年
度
人
件
費
全
体
と
し
て

は
、
１
億
円
強
の
増
。

-２-

トピックス

議員 上ノ山 博夫

昨
年
12
月
に
行
わ
れ

た
衆
院
選
挙
に
関
し
て
、

最
近
の
4
回
の
選
挙
を

大
ま
か
に
比
較
し
て
み
ま

す
（
左
表
参
照
）
。

今
回
の
特
色

①
消
費
税
増
を
引
き
延
ば

し
、
減
額
、
廃
止
を
提
案

し
た
政
党
が
勝
利
し
、
自

民
党
の
作
戦
勝
ち
。

②
２
０
０
９
年
に
政
権
交

代
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
消

費
税
増
な
ど
で
民
主
党
は

敗
れ
た
が
、
ま
だ
未
回
復
。

③
自
民
党
は
議
席
率
が

61
％
で
第
44
回
と
同
程

度
。
し
か
し
、
そ
の
前

（
43
回
）
は
、
過
半
数

す
れ
す
れ
。
民
主
＋
維
新

は
114
議
席
で
、
第
44
回

の
民
主
113
議
席
と
同
レ

ベ
ル
。

今
後
の
課
題

①
世
界
各
地
で
の
紛
争
と

平
和
の
確
保

②
大
災
害
へ
の
備
え

③
原
発
問
題

④
国
の
債
務
問
題

⑤
格
差
問
題

⑥
少
子
高
齢
化

な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
こ
の
変
化
の
激

し
い
時
代
の
中
で
、
最
適

な
政
策
を
選
択
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
政
権
交
代
も
経

験
し
て
い
る
の
で
、
有
権

者
は
選
挙
の
投
票
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
磨
く
必
要
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
棄
権
し
て
は
自

分
の
意
思
が
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

私
達
が
、

継
続
し
て

平
和
な
生

活
を
続
け

る
に
は
、

相
当
な
努

力
を
す
る

必
要
が
有

り
、
地
方

自
治
レ
ベ

ル
で
も
、

各
種
の
課

題
に
具
体

的
に
取
り

組
む
必
要

が
あ
る
で

し
ょ
う
。

議
会
概
要

12
月
の
議
会
は
市
長
提
出
議
案
と
し
て
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ

か
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計
な
ど
6
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
一
般

職
員
の
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
11
条
例
、
指
定
管
理
者
の
指

定
3
件
な
ど
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
請
願
1
件
「
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
」
（
不
採
択
）
、
陳
情
「
八
ッ
場
ダ
ム
へ

の
負
担
金
承
認
に
つ
い
て
議
会
の
説
明
を
求
め
る
」
（
不
採
択
）
ほ
か

２
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
案
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書
」
（
不
採
択
）
他
６
件
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
月
議

会
で
は
23
日
に
新
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
た
が
、
骨
格
予
算
で
あ
る

た
め
に
政
策
的
な
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

各
地
で
ソ
ー
ラ
ー
発
電

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
最
近
は
電
力
会
社
の

受
け
入
れ
拒
否
や
固
定
価

格
制
度
の
見
直
し
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、

設
備
の
設
置
に
は
ｋ
ｗ
当

た
り
30
万
円
近
く
も
掛
か

り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
電
力
会

社
に
頼
ら
ず
、
簡
便
な
方

法
で
テ
レ
ビ
視
聴
等
の
で

き
る
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

一
枚
の
家
庭
用
シ
ス
テ
ム
」

を
紹
介
し
ま
す
。

写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
、
充
電
器
、
蓄
電
池
、

イ
ン
バ
ー
タ
（
直
流
交
流

変
換
器
）
を
使
用
し
た
独

立
（
電
力
会
社
と
接
続
さ

れ
て
い
な
い
）
の
交
流
１

０
０
ｖ
発
電
蓄
電
設
備
で

す
。通

常
の

家
庭
用
テ

レ
ビ
は
１

６
０
ｗ
程

度
の
消
費

電
力
で
す
。

こ
の
設
備

に
よ
り
、

晴
天
の
日

に
蓄
電
し

た
電
気
で

3
時
間
前

後
の
テ
レ

ビ
視
聴
が
可
能
で
す
。

蓄
電
し
て
お
け
ば
、
停

電
に
な
っ
た
と
き
で
も
１

０
０
ｖ
電
源
が
有
り
ま
す

の
で
安
心
で
き
ま
す
し
、

晴
れ
れ
ば
発
電
、
蓄
電
が

可
能
で
す
。

現
在
の
家
庭
用
機
器
は
、

テ
レ
ビ
、
給
湯
器
、
電
話

機
、
暖
房
器
具
、
照
明
等

１
０
０
Ｖ
電
源
で
機
能
す

る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

日
常
的
に
は
、
充
電
し

な
が
ら
テ
レ
ビ
の
視
聴
等

も
可
能
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
下
記
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
特
に
イ
ン
バ
ー

タ
は
各
家
庭
で
の
必
需
品

で
し
ょ
う
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電
・
蓄
電
設
備
を

自
分
で
組
み
立
て
ま
し
ょ
う

蓄電池

ソーラーパネル

インバーター

充電器

衆
議
院
選
挙
結
果

2
月
議
会
概
要

2
月
23
日
に
新
年
度
予
算
が
提

案
さ
れ
た
が
、
骨
格
予
算
（
市
長

選
の
た
め
）
で
あ
る
。
政
策
的
な

予
算
は
市
長
選
後
に
提
案
さ
れ
る
。


